
病名 水痘（みずぼうそう）
全部の発しん表面がかさぶたの状態（痂皮
化）になるまで

病院の
許可証

必要

か　ひ

病名 麻しん
解熱後 3日を経過し、
咳、発しんが軽快するまで

病院の
許可証

必要

病名 インフルエンザ
発症後 5日を経過し、
かつ解熱後 2日（幼稚園・保育園児は 3日）
を経過するまで

病院の
許可証

必要

病名 咽頭結膜炎（プール熱）
発熱、のどの痛み、結膜炎（白目の部分が
赤くなる）の症状が消えてから 2日を経過
するまで

病院の
許可証

必要

病名 急性出血性結膜炎
目の充血、異物感が消えるまで病院の

許可証

必要

病名 百日せき
特有の「せき」が消えるまで
または 5日の適正な抗菌薬治療が終了する
まで

病院の
許可証

必要

病名 風しん（三日はしか）
発しんが消えるまで病院の

許可証

必要

病名 流行性耳下腺炎（おたふくかぜ）
両側、または片側の耳下（あご下や頬）が
腫れはじめた後 5日を経過し、
かつ全身状態が良好になるまで

病院の
許可証

必要

病名 流行性角結膜炎（はやり目）
目の充血、目やに、異物感が消えるまで病院の

許可証

必要

病名 溶連菌感染症
主要症状が消えるまで、
または抗菌薬治療を始めて 24 時間を経過す
るまで

病院の
許可証

必要

出典：「川崎市健康管理マニュアル（7版）」平成 31 年（2019 年）3月改訂版
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※感染力が強い病気です。
妊婦さんは注意しましょう。 病名 サルモネラ感染症

【主な潜伏期間】　12 ～ 36 時間
【感染経路】経口感染
【出席基準】下痢、嘔吐が消失した後

病院の
許可証

不要

病名 伝染性紅斑（りんご病）
【主な潜伏期間】　4～ 14 日
【感染経路】飛沫感染、接触感染
【出席基準】頬が赤くても普段通り過ごせれ
ば登園（校）可能

病院の
許可証

不要

病名 手足口病
【主な潜伏期間】　3～ 6日
【感染経路】経口感染、飛沫感染
【出席基準】症状が回復した後

病院の
許可証

不要

病名 肺炎マイコプラズマ感染症
【主な潜伏期間】　2～ 3週間
【感染経路】飛沫感染
【出席基準】症状が回復した後

病院の
許可証

不要

病名 突発性発疹
【主な潜伏期間】　9～ 10 日
【感染経路】接触感染（唾液）
【出席基準】症状が回復した後

病院の
許可証

不要

病名 ヘルパンギーナ
【主な潜伏期間】　3～ 6日
【感染経路】経口感染、飛沫感染
【出席基準】症状が回復した後

病院の
許可証

不要

病名 ノロウイルス感染症
【主な潜伏期間】　12 ～ 48 時間
【感染経路】経口感染、（空気感染）
【出席基準】下痢、嘔吐が消失した後

病院の
許可証

不要

病名 カンピロバクター感染症
【主な潜伏期間】　1～ 7日
【感染経路】経口感染
【出席基準】下痢、嘔吐が消失した後

病院の
許可証

不要

病名 RS ウイルス感染症
【主な潜伏期間】　4～ 6日
【感染経路】接触感染
【出席基準】症状が回復した後

病院の
許可証

不要

病名 伝染性軟属腫（水いぼ）
【主な潜伏期間】　2～ 7週間
【感染経路】接触感染
【出席基準】制限なし

病院の
許可証

不要

病名 伝染性膿痂疹（とびひ）
【主な潜伏期間】　2～ 10 日
【感染経路】接触感染
【出席基準】制限なし

病院の
許可証

不要

病名 コロナウイルス感染症
【主な潜伏期間】　1～ 14 週間
【感染経路】飛沫(+エアロゾル）感染、  接触感染
【出席基準】発症日の翌日から 7日間、
かつ症状軽快後 24 時間経過した後

病院の
許可証

不要

出典：日本小児科学会「学校、幼稚園、認定こども園、保育所において予防すべき感染症の解説」
（2022 年 6月改訂版）

※新型コロナウイルス感染症については、状況が時々刻々と変化していることから、
今後も、市内の感染状況や国の動向等を踏まえ、対応が変わる場合もあります。



病名 水痘（みずぼうそう）
全部の発しん表面がかさぶたの状態（痂皮
化）になるまで病院の許可

必要

病名 麻しん（はしか）
解熱後 3日を経過し、
咳、発しんが軽快するまで病院の許可

必要

病名 インフルエンザ
発症後 5日を経過し、
かつ解熱後 2日（幼稚園・保育園児は 3日）
を経過するまで

病院の許可

必要

病名 咽頭結膜炎（プール熱）
発熱、のどの痛み、結膜炎（白目の部分が
赤くなる）の症状が消えてから 2日を経過
するまで

病院の許可

必要

病名 急性出血性結膜炎
医師により感染の恐れがないと認められる
まで病院の許可

必要

病名 百日せき
特有の「せき」が消えるまで
または 5日の適正な抗菌薬治療が終了する
まで

病院の許可

必要

病名 風しん
発しんが消えるまで

病院の許可

必要

病名 流行性耳下腺炎（おたふくかぜ）
両側、または片側の耳下（あご下や頬）が
腫れはじめた後 5日を経過し、
かつ全身状態が良好になるまで

病院の許可

必要

病名 流行性角結膜炎（はやり目）
目の充血、目やに、異物感が消えるまで

病院の許可

必要

病名 結核
医師により感染の恐れがないと認められる
まで

※保健所の指示にも従ってください

病院の許可

必要
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※感染力が強い病気です。
妊婦さんは注意しましょう。

病名 髄膜炎菌性髄膜炎
医師により感染の恐れがないと認められる
まで病院の許可

必要

病名 腸管出血性大腸菌感染症
（O157,O26,O111 など）

医師により感染の恐れがないと認められる
まで病院の許可

必要

か　ひ

病名 溶連菌感染症
【感染しやすい期間】　
適切な抗菌薬治療を開始する前～開始後1日間
【登園（校）目安】
抗菌薬内服後24～48時間が経過していること

病名 伝染性紅斑（りんご病）
【感染しやすい期間】
発しん出現前の1週間
【登園（校）目安】
症状が回復し、全身状態が良いこと

病名 手足口病
【感染しやすい期間】
手足や口腔内に水疱・潰瘍が発症した数日間
【登園（校）目安】
症状が回復し、食事が普段通り

病名 肺炎マイコプラズマ感染症
【感染しやすい期間】
適切な抗菌薬治療を開始する前と開始後数日間
【登園（校）目安】
熱が下がり、激しい咳が治まっていること

病名 帯状疱疹
【感染しやすい期間】
水疱（水ぶくれ）がある間
【登園（校）目安】
全発しんの皮膚の表面がかさぶたの状態

病名 ヘルパンギーナ
【感染しやすい期間】
数日間（便の中にあるウイルスは1ヶ月程注意）
【登園（校）目安】
症状が回復し、食事が普段通り

病名 ウイルス性胃腸炎（ノロウイルス、ロタウイルス、アデノウイルスなど）

【感染しやすい期間】
症状がある間～症状消失後1週間（数週間は注意）
【登園（校）目安】
症状が回復し、食事が普段通り

病名 RS ウイルス感染症
【感染しやすい期間】
呼吸器症状(咳・ゼーゼー・呼吸困難等)がある間
【登園（校）目安】
症状が回復し、全身状態が良いこと

病名 突発性発しん
【感染しやすい期間】
明確にない
【登園（校）目安】
熱が下がり全身状態が良いこと

参考：「保育所における感染症対策ガイドライン（2018 年改訂版）（2022（令和４）年 10 月一部改訂）」（令和５年２月修正）

登 園 届
保護者記入

症状が回復し、集団生活に支障が
ない状態と判断されましたので登
園いたします。

（症名）



感染症の原因となる主な病原体は「ウイルス」と「細菌」です。この病原体が入り込む感染経路が主に「飛沫感染」「空気感染」「接触感染」「経口感染」となります。

自宅で実践！感染対策と症状ケア

飛沫感染 接触感染空気感染 経口感染

下痢

嘔吐

発疹

発熱 咳

監修：川崎幸クリニック　小児科医師　小牧 文代

タッピングタッチ：背中から左右交互にトントンゆっくり優しく叩く方法

出典：保育所における感染症対策ガイドライン（2018年改訂版）




